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富山大学文 理学部規則の一部を改正 する規則を次の とお
り制定する。
昭和50年 9 月初 日
富山大学長 林 勝次
富山大学文理学部規則の一部を改正する規則
富山大学文 理学部規則J（昭和26 年 9 月7日 制定） の一部
を次のように改正する。
第4条中「 専攻課程Jを「専攻」に改める。
第 5条 第 2項中「各 専攻課程Jを「各 専攻Jに改め ， 同
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条第3 項中「 課程jを「専攻」に改める。
第7条を次のように改める。
第7条 各授業 科目 の 単位数 は. 1 単位の履修時間を教室
内及び教室外を合わせて4 5 時間とし， 次の基準により計
算するものとする。
(1 ) 講 義については， 原則として教室内における 1 時間
の講 義に対して教室外における2 時聞の準備のための
学修を必要とするものとし， 毎週 1 時間1 5週の講 義を
もってl単位とする。
(2 ) 演習及び講 読については， 原則として教室内におけ
る 2 時聞の演習又 は講 読に対して教室外における 1 時
間の準備のための学修を必要とするものとし， 毎週 2
時間1 5週の演習又 は講 読をもって1 単位とする 。
(3 ) 実験及び実習 等の授業については， 原則として学修
はすべて実験室又 は実習場 等で行われるものとし， 毎
週 3 時間15週の 実験又 は実習をもって1 単位とする。
別 表 （ 1 ） 文学科の表中「哲 学専攻課 程」を「哲 学専攻J
に， 「史学専攻課程」を「史学専攻」に， 「 国文学専攻課
程」を「 国文学専攻」に， 「中国文学専攻課 程」を「中国
文学専攻Jに， 「英文学専攻課程」を「英文学専攻」に，
fドイツ文学専攻課程jを「ドイツ文学専攻jに改める。
別 表 （ 1 ） の 理学科の表中「数学専攻課程Jを「数学専
攻Jに， 「物 理学専攻課程Jを「物 理学専攻jに， 「化学
専攻課程jを「化学専攻jに， 「 生物学専攻課程」を「生
物学専攻」に改める。
別 表 （ 1 ） 理学科の表の数学専攻の項を次 のように改め
る。








数 学 概 論4単位 次の 位う ただし， 専攻
代 数’ 学4 II ちから選択す 科目の選択科
代 数 学 演 習2 II る 。ただし，専 自のうちから
数 ｜ 幾 何 学4 II 攻科目の選択 も選択す る こ
幾何 学 演 習2 II 
科目のうちか｛とができ る 。
らも選択す る
解 析 学4 II 
ことができ る 。
解析 学 演 習 1 II 物理学専攻
関 数 論4 II 科目
関 数 論 演 習2 II 
位 相 数 学4 ii 
位相数学演習2 II 
学 ｜ 実 関 数 論4 II 
数 理 統 計 学4 II 
数 値解析 学4 II 
数 学 講 究8 II 
0選択科目 15単位
次の科目のうちから選択す る 。｜
報 第1 63 号
整 数 論2単位
専 ｜ 位 相 幾何 学2 II 
確 率 論4 II 
iRIJ 量 学2 II 
応 用 解析 学4 II 
関数方程式論4 II 






代数 学 特 論4 II 
幾何 学 特 論4 II 
解析 学 特 論4 II 
数理統計学特論4 II 
応用解析学特論4 II 
卒 業 ミ.t岡 文6 II 
計 6蛸立 ｜ 計 6単位
l入口 84単位2十
別表 （ 2 ） 文学専攻科及び 理学専攻科の表中「 専攻課程
名Jを「専攻名jに改める。
附 則
1 この規則 は， 昭和 50年10月 1 日から施行する。





第6回評議会（ 9月 5 日 ）
〈審議事項〉
(1） 学長事務 代 理について
(2 ) 富山大学工学部規則の一部改正 （ 案） について
(3 ) 富山医科薬科大学創設準備組織要項の廃止について
第7回評議会（ 9月2 6日 ）
〈報告事項〉
(1 ) 昭和 5 1年 度富山大学大学院薬学研究科及び工学研究
科 （修士課 程） 入学試験 合格者の判定について
(2 ) 昭和51年 度富山大学大学院工学研究科 （修士課 程）
推せん入学者の選考について
く審議事項〉
(1 ) 富山大学文 理学部規則の一部改正 （案） について
(2 ) 教官人事について（文 理学部）
(3 ) 昭和5 0年9月卒業認定について
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分 ｜｜ 発令年月日 氏 名 発令前の所属 官職 呉 動 内 ’合2・τ。 発 令 者
50. 8 .  1 小 室 博 文部事務 官（続消 学部） 富山大学長
50. 8 16 1 高 尾 テルノ 講師 （保健管理 セ ン タ ー ） f’ 
採用！
so. s 20 I 吉 津 嘉 夫 教務補佐員（工 学部） II 
50. 9 1 I三 浦 昌 子 事務補佐員（教養部） II 
昇任 I so. s. 1 I 福 山 浩 文部技官（施設課 ） 施設課設備係長 II 













業高 工学部 II 
so. 9 i I 藤 本 喬 雄 総統理計府課統審計 査 局発調表査係 部長消費 講師（経済学部） II 
so. s. 1 I字佐美 喜代美 文部技官（工学部炊婦） 工学部調理士 II 
配置換｜ II ｜清 水 とし子 II II 
II I 高 瀬 サチ子 技 能 員 （ II 
5 0 .  8 .  1 野 崎 富 作 教授（経j斎学部）
併任 （
II 山 崎 佳 夫 II II 諮J so. 9 .  is 室 町 繁 雄 教授（工学部）
50. 8 .  21 井 口 右 子 教務補佐員（薬学部）
辞職 I so. 9 .  2 I川 国 道 子 事務補佐員（教養部）
50. 9 .  16 I坪 田 広 信 文 部技官（工学部）
学 内 諸 報
薬学部長の改選
山崎高磨、薬学部長が昭和50年1 0月 1日に開学する富山医





所 （所長・製造部長・試験部長） を経 て昭和 25 年富山大学
教授 と なり今日に至っている。
その 間 ， 昭和35年7 月から12月まで薬学部長事務 代 理，
昭和37 年から43年まで3 期にわたり薬学部長を， また ， 富
山大学大学院薬学研究科長， 和漢薬研究施設長事務 取扱，
評議員 （3 期） 等を歴任した。
専攻は薬品分析化学， 理学博士， 富山県出身
工学部調理員 II 
文 部技官（工学部調理員） II 
評議員（50 . 8 .  1 ～52. 7 .  31) ｜ 文 部 大臣



















5 0. 8 . 20限り 富山大学長




ことに伴う次 期学部長候補者の選考 は， 8月3 0日 開催の工
学部教授会で行われ ， 現職の室町教授が選出された。
室町教授は昭和13年 3月旅順工科大学冶金学科を卒業，
昭和 26年11月富山大学教授 となり， 昭和44年1 0月以降引き
続き工学部長の 職にある。 その間昭和29年 1月から3 0年 5
月まで， 及ぴ44年6月から10月まで評議員を歴任した。
専攻 は金属 加工学， 工学博士， 茨城県出身
富山大学事務職員研修
昭和50年度富山大学事務職員研修 は， 新任事務 職員等13
名を対象として8月26日 （火） から 29日 （金） までの 4 日
間 本部 会議室で行われた。
この 研修は， 国家公務員 としての責任 と使命を果た すた
めに必要 な 大学行政上の基礎知識と技能を付与し， 併せて
事務 処理の 基礎的能力を育成するこ とを目的とした もので＼
日程及び修 了者 は次 の とおりである。
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音E 局 官 職 氏 名
経 理 課 事務官 石 田精
教育 学 部 II 山田 知訓
II II 川 上 重信
II II 藤井 栄吉
経済学部 II 樋ロ 泰弘
II II 長 崎 f苦
II II 元尾 宏美
II II 小室 博
工 学 音E 技 官 豊本 勉
II 事務官 高城 光雄
II 技 官 丹イ呆 豊和
附属図 書館 事務官 池田 勇
































合衛生 学院内）に本部が 置かれる。 昭和51年4 月富山市芝














優 勝 富田 龍二（本）
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実地）！日 9月 10日（水） 11日（木）
場 所 富山市磯部 神通川緑地公園
海 外 渡 航 者










欧州各国における幼児教 育判官I 50. �. 5 











50. 9 15 
51.9.14 











難波｜宣雄I：�要素｜教 授｜外国出張｜大韓民国 生 薬に 関する講演及び研究 のたI
50. �. 29 
めI ' ' 50 10 4 
II 森 博
職 員 消 ，患
く住居表示変更〉
文理学部
く新任者〉 教 授 提山 淑郎
経済学部
講 師 藤本 喬雄 文部事務 官 鏑木 隆二
文部事務官 小室 博 工学 部
教 授 塚島 寛
工学 部
文部事務官 御福 隆
主 要 日 誌
教務 補佐員 吉沢 寿夫
く住所変更〉
文理学部
｜本 部｜教 授 川瀬 義之
教育学部 8月 7日 保健管理センター委員会
講 師 小川i羊通 富山医科薬科大学創設準備委員会
9日 昭和50年度社会教育主事 講習閉講式
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19～22日 第19田中部地区学生 補 導厚生研究会東海北
陸地区研修会（於 愛知県産業貿易館）






26～29日 昭和50 年 度富山大学事務 職員研修
27日 第4回国立富山医科薬科大学誘致期成同盟会総
会 （於 富山県民会館）
9月 1 日 富山医科薬科大学創設準備委貝会
2日 富山医科薬科大学創設準備委員会鳩設専門委員
b. "" 
2～4 日 昭和5 0年 度東海北陸地区国立学校 等係長研
修（於 金沢大学）
3 ～ 5 日 給与実務担当者研修会 （於 福井大学）






10～1 1日 昭和50 年 度R連盟富山地区ソフトボール大
会 （於 神通川緑地公園）

















8月 7日 選考委員会 （生 理学）
20日 立山研究室閉鎖
9月 3 日 選考委員会 （環境生物学）
















9月1 ～6 日 前学期末試験
3 日 教務委員会
教授会
4 ～ 5 日 附属中学校学校祭
10日 学部図書委員会
12日 紀要編集委員会










昭和5 0年8月 ・9月 号
品拍手・

















23～24日 教職員レクリエーション （山 代温泉一中能
登）


























9 月 3 日 紀要委員会
教務委員会
教授会








30～31日 第9回和漢薬シンポジウム （於 第一生命
ビル）
9 月 1 日 薬学部・研究所合同教授会（於 薬学部）





第6回動 物慰霊祭 （於 薬学部）
23日 胃の 検診
8月19日 第 1回北陸三大学図書館事務協議会 （仮称）
（於 金沢大学）
24～25日 職員レクリエーション （赤倉温泉）






6 月6 日 昭和50 年 度後援会総会
誹..... 号」
19日 第15回国立短期大学協議会定期総会 （於 虎の
門共済会館）
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